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株式会社セールスフォース・ジャパンのご紹介 
大企業から小規模事業者までCRMを中心にB2B/B2C業務クラウドサービスをご提供 

本社

創業

事業

売上

従業員数

国内拠点

Salesforce, Inc.
所在地 : サンフランシスコ（他27カ国でビジネス展開）

米国 : 1999年　日本 : 2000年

クラウドによる業務アプリケーション・開発基盤

264.9億ドル（2022年度）

約72,000人（2022年度）

日本法人：株式会社セールスフォース・ジャパン
本社: Salesforce Tower Tokyo(丸の内) ・大阪・名古屋・白浜
データセンター：東日本・西日本

“ビジネスは社会を変えるため最良のプラットフォームである”

1-1-1モデル

- 就業時間の1%
（社会貢献）

- 株式の1%
（助成金）

- 製品の1%
（NPOに無償提供）

営業 サービス
マーケ
ティング

ポータル
ネット
販売

分析
開発
基盤

データ
連携

小規模・ 
ベンチャー企業 

中規模企業 

大企業 

社会貢献の
リーダー

企業文化の
リーダー

イノベーションの
リーダー

世界No.1のCRM
2021年上半期、世界の CRM
アプリケーション売上の
市場シェアで1位を獲得

国内外のグローバル企業から
中小企業、国・自治体の
お客様がご利用



Data Everywhere For Everyone



データ時代

“世界で最も貴重な資源
は、もはや石油ではなく、
データである。”
The Economist

2017-5-17

“Amazonは、80%を
データ、20％を経験や直
感で意思決定”
Forbes

2019-5-29

“データは新しい石油では
ない。データは水であり、
酸素である”
サンディープ・ビスワ氏, 
スタンダードチャータード銀行
2022-5-12

Footnote



HR
分析

マーケティング
分析

サステイナブル分
析

サービス

分析

ファイナンス

分析

人員、採用、離職の傾
向を簡単に可視化して
明らかにし、優秀な人
材の確保と維持につ
なげることができま
す。

パイプラインから
CSAT、イベントやコン
テンツのパフォーマン
スまで、マーケティング
のKPIをすべて一箇所
で確認することができ
ます。

カーボンフットプリン
ト、エネルギー使用
量、廃棄物管理など、
すべての環境データを
一元的に把握すること
ができます。

…and more!

企業はあらゆる領域で分析を実施

顧客離れと満足度の
傾向を明らかにし、平
均解決時間などの主
要なケース指標を得る
ことができます。

キャッシュフローを把
握し、AR/APからT&E
まですべての財務を分
析することで、収益を
上げる要因を把握する
ことができます。



データ準備  ビジュアル 

アナリティクス 

一気通貫したTableauデータ利活用ソリューション 

プラットフォーム    AI搭載 

Tableau Blueprint 

データカルチャー醸成 & データピープル育成 





労働力不足 グローバルインフレ パンデミック

サプライチェーンの混乱 エネルギー危機

今こそデータの出番



”データギャップ”
データカオス

データスキル

データドリブン

データツール

企業 従業員

83%
83% の CEO が、自社に
もっとより多くの  データド

リブンを欲しています

30%
自身をデータドリブン組織

だと思っている

たった

データリテシー



データドリブン意思決定 (DDDM)の重要性 
競争優位性を維持するために全社レベルのFeeling からFactへ改善活動を実施 

データドリブン意思決定（DDDM）による経営判断  

マクロな意思決定 
(戦略的) 

変化対応意思決定  
(  戦術的) 

ミクロな意思決定 
(運用) 

潜在的なユーザー：CXO、役員 

目的：一眼でわかるまとまりのあるデータストー
リー 

洞察の例：企業の目標に対して追跡されたパ
フォーマンスと比較のメトリックス  

例：エグゼクティブサマリーダッシュボード  

潜在的なユーザー：与信管理、業務改革、ブラン
ドマネージャー、加盟店ネットワーク  

目的：詳細な分析, Ad-HOC分析  

洞察の例：傾向の特定、戦略目標をサポートする
プロセスの監視、ターゲットと予測の作成  

例：Eコマースマーケティング最適化ダッシュボード  

潜在的なユーザー：加盟店営業、チーム、コール
センター、Webサイトマネージャー、マーケティング
マネージャー、 

目的：高いレベルのリアルタイム監視と管理  

洞察の例：顧客満足度KPI, マーケティングキャン
ペーンのパフォーマンス、在庫状況  

例：店舗レベルの製品可用性ダッシュボード  

様々な企業データ  



• 分析とは、より良い決定を下すためにデータを洞察(インサイト）に変換する科学的
プロセス 

• 分析は常に行動主導（アクション・ドリブン）のアプローチ 

• 分析の実行を検討するときには、常に意思決定が必要 

• データサイエンスバックグラウンドがあり多くの統計学者と働いてきたデータサイエ
ンティストはデータを分析するためだけにデータを分析するのを好みます 

• 分析がビジネス行動を促進していることを確認することが重要 

• 最終的には、アナリティクスが組織のビジョンを強化するようになる 

データ分析（アナリティクス）の定義
INFORMS（The Institute for Operations Research and the Management Sciences)の定義によれば：



"データサイエンスは、主に統計・計算技術を構造的に適用すること
で、実世界のデータから新たな知見を学ぶことを目的とした学際的
な分野（文理融合型-分野横断）である。"

- Tableauが考える

データサイエンスの定義

https://www.tableau.com/about/blog/2021/2/data-science-and-future-visualization-tools-reflection

https://www.tableau.com/about/blog/2021/2/data-science-and-future-visualization-tools-reflection


ビジネス要求 データ 
サイエンティスト

ビジネス 
ユーザー

フォーキャスト 
 

意思決定 
 

業績改善 
 

新規ビジネス

結果 
（インパクト）

アクション 
決断

ビジネスインサイト

ビジネスモデル 
分析および確認

ビッグデータ 
イニシアティブ 

 
分析ツール導入 

分析による発見



必要とされる基礎的なスキル

データアナリスト

● SQL

● スプレッドシート

● パブリック・スピーキング

● データビジュアライゼーション

● 統計用プログラミング言語

● プレゼンテーション能力

● ビジュアル・アナリティクス

● 問題解決スキル

● 細部への配慮

● コラボレーション

データサイエンティスト

● Pythonの知識

● 問題解決スキル

● データエンジニアリング

● 統計知識

● データベース

● クラウドコンピューティング

● ビジュアル・アナリティクス

https://sg.indeed.com/career-advice/resumes-cover-letters/data-analyst-skills

https://sg.indeed.com/career-advice/resumes-cover-letters/data-analyst-skills


データサイエンスに必要な基礎スキル

ビジュアル・アナリティクス

ビジュアル分析はデータを探索し理解する

ための手段であり、分析のプロセスそのも

のを支援し加速します。質問を投げかけ、答

えを得て、さらに発展させた質問を投げかけ

るという一連の流れを、すべてビジュアルイ

ンターフェイスで行うことができます。ビジュ

アルサマリーを次々と開くたびに、 データに

隠れたストーリーが紐解かれます 。後になっ

てストーリーをたどり直し、再検討、さらに深

い探索、そして共有を行うこともできます。つ

まりビジュアル分析では、 データを見て直接

操作しながら、思考に従ってどの方向にも進

めます。

VAのプロセス
①質問から開始

・ 毎月何件のコールがあるか?
・ コール元はどこか?
・ 最も多いコールの種類は何か?
・ 受けているコール数が最も多い/少ないのは誰か?
②データの取得

③ビジュアルマッピングの選択

・ 対比 (棒として表示)
・ 空間 (マップとして表示)
・ 時間 (線として表示)
・ 2つのメジャーの比較 (散布図として表示)
・ 細かい数値 (テキスト表として表示)
④データ可視化

⑤インサイトの獲得

・ どのような質問をするべきか?
・ 答えを得たとき、それは信用できるか?
・ データが役に立つかどうか、正しいかどうかを確認？

・ すべての事実を利用しているか? 
・　　  自分の先入観を確認しようと努めているか?
⑥アクション (共有)



データリテラシーの定義

データリテラシーとはデータを探索し、理解し、データで情報を伝える能力です。



データリテラシーで重要なのは”探索”の側面

問いかける質問の例

① 犬を飼うことは自身の健康にも良いのか?

② 米国で慢性疾患の患者とされる人々の健康状態について、
犬を飼っている人と、そうでない人とではどのような違いがある
のか？

考察

・1 番目の質問は大雑把であり、何を「良い」とするのか明確な基
準がありません。

・2 番目の質問はもっと具体的です。明確に定義された言葉を
使い、特定の集団に対象を絞っています。

対象：犬が好きで、かつ、自身の健康に気を遣っている人

データ探索で成果を挙げるための鍵は、適切な質問を設定すること。



「なぜ」を問う
何かの質問の答えを探り始めると、いつの間にか、そこから発展した質問も問いかける

トヨタグループ創始者の豊田佐吉氏が生み出した “なぜなぜ分析”
この手法の主な目的は、不具合の根本的な原因を突き止め、それを修正することだが、あらゆる結果の原因を掘り下げるために利用できる



適切な質問がもたらす価値の事例

フローレンス・ナイチンゲール

“1854年、Florence Nightingale（フローレンス・ナイチンゲール）は看護師 
38 名を率いて、クリミア戦争の負傷兵の看護に当たる”

質問

これほど多くの兵士が亡くなっているのはなぜか、どうす
れば防ぐことができるのか?
実施事項：

彼女は兵士たちの主な死因が戦傷ではなく、不衛生な医療環境に
よる予防可能な病気であることを突き止めた。彼女は医療改革に着
手し、死者数を劇的に減少させ、2年分の成果を文書化しました。

その後の社会変化：

ナイチンゲールは鶏頭図 (右例参照) などのグラフィックを用いて、
医療改革の普及の必要性を科学に精通していない人々に向けて
訴えました。

興味と好奇心ともち、データ分析の実践スキルを生かして適切な質問をした

本ストーリーと画像は、英国科学博物館の  Web サイトにある  Florence Nightingale のページを基にしたものです。 Florence Nightingale の業績を
紹介したページ  (英語)にFlorence Nightingale の業績を紹介したページ て全文をご覧いただけます。

https://tabsoft.co/nightingale


データ活用で意識しなければいけないこと（DIKW）

Information
(情報)

Knowledge
(知識)

Data
(データ)

Understand
(理解)

Wisdom
(知恵/価値)

そのままでは
意味がない

知る 学ぶ なぜ必要か？ 何が最善か？

過去・現在を理解する

未来を作る(改善/創出)

情報マネージメント 知識マネージメント



データリテラシーが強化するソフトスキル

興味・好奇心・想像力

興味：

ある事柄に対して、純粋に情熱を持って

いますか？その情熱に心が動かされます

か？

好奇心：

楽しんで物事を理解し、物事の仕組みを

知りたいと感じ、情報を得たいと思います

か? 

想像力：

目標を達成するまで何度でも、試すべき

新しいことを思いつくことができますか? 

自発性

自発性：

探求し、理解することに意欲的ですか？

新しい疑問をためらうことなく追い求める

ことができますか？誰かの指示を待たず

に、期待される範囲を超えた行動をする

ことができますか？

オープンマインドと柔軟性

自発性：

新たな発見を進んで受け入れますか？

自分に誤りがあった場合は進んで認める

ことができますか？

価値あるものへの気づき、傾
向の察知、健全な懐疑心

価値あるものへの気づき：

価値のある追求と、多くの時間を要する

がほとんど結果をもたらさない追求の違

いを見分けるために、質問に優先順位を

つける方法を知っていますか？これはの

一例です。

傾向の察知：

意味のある傾向を見出し、そうではないも

のを無視することができますか? 

健全な懐疑心：

答えや結果に自信があるときでも、何か

新しいことを学ぶために別の視点から見

ることができますか？



データリテラシーが組織に与える影響

※ How can organizations take advantage of these benefits?, Forrester Research 2021

すべての従業員が基本的なデータリ
テラシーを持つことを期待するリー
ダーの割合

の従業員が2025年までにデータを
多用することが予想され、 2018年の
40％から増加する。

期待されるデータスキルが提供され
ていると回答した従業員の割合

のリーダーが、必要なデータスキル
を従業員に提供していると回答して
いるが、わずか ...



データカルチャーの日本と米国の比較
https://www.tableau.com/ja-jp/learn/whitepapers/idc-data-culture#form

2021 年 5 月



企業が新卒に求めるスキル

https://www.tableau.com/sites/default/files/2021-06/Tableau_Data_Literacy_Report.pdf

最も需要の高いスキル
過去2年間で最も需要が高まった
スキル

今後5年間で最も重要性が増すとリク
ルーターが予想するスキル

基礎：新入社員の採用や職務要件の作成に携わる米国の採用担当者／リクルーター 219名
出典 Forrester ConsultingがTableauに代わって実施した委託調査、 2021年1月

https://www.tableau.com/sites/default/files/2021-06/Tableau_Data_Literacy_Report.pdf


アカデミックプログラム



2011年より、Tableauは世界中の教育機関へ製品

ライセンスおよび学習リソースの無償提供を行い、

260万人以上のあらゆる学部の学生と教員の方々の

データスキル取得を支援しています。

• 教育向けプログラム（Tableau for Teaching）では、

Tableau Prep, Tableau Desktop, Tableau Online

• 学生向けプログラム（Tableau for Student）では、

Tableau Prep, Tableau Desktop がご利用可能です。

プログラム概要
教育向け・学生向け １年間無償ライセンス + 無償 eLearning が含まれます

Tableau 公式サイト

・教育向けプログラム：https://www.tableau.com/ja-jp/academic/teaching
・学生向けプログラム：https://www.tableau.com/ja-jp/academic/students

https://www.tableau.com/ja-jp/academic/teaching
https://www.tableau.com/ja-jp/academic/students


教育向けプログラム - Tableau for Teaching (TfT)
プログラム詳細

教員用
ライセンス

教員が利用する
個人ライセンス

学生用
一括ライセンス

教員が学生に教える
際に学生が利用する
一括申請ライセンス

研究室用
一括ライセンス

学内コンピュータ
全体にインストールす

る際のライセンス

Tableau Online
サイト

クラウド環境で
成果物を共有する

際のライセンス

・期間：１年（更新可能）

・製品：Prep, Desktop 
＋すべてのeLearning コース

・２つのデバイスまで認証可能

・申請サイト：こちら

・期間：コース・授業期間

（コース・授業ごとの申請）

・製品：Prep, Desktop
・１つのキーで複数学生を認証

・申請サイト：こちら

※eLearnningは学生向け  (TfS)
　プログラムにて別途  要申請

・期間：１年（更新可能）

・製品：Prep, Desktop

・１つのキーで複数認証

（最大2,000台分）

・申請サイト：こちら

※共有デバイスのみ対象となり

　個人デバイスは対象外

・期間：１年（更新可能）

・製品：Tableau Online

・100ライセンス

（教員が学生をメールアドレスに

て要登録）

・申請サイト：こちら

※1年に1サイトのみ使用可能

※任意のデバイスから作業可能

※研究者用ライセンス（非営利の学術研究のための個人用ライセンス）も教員用ライセンスと同様にこちらから申請ください。

https://www.tableau.com/ja-jp/academic/teaching#form
https://www.tableau.com/ja-jp/academic/teaching/course-licenses
https://www.tableau.com/ja-jp/academic/teaching#:~:text=%E7%94%B3%E8%AB%8B%E3%81%AF-,%E3%81%93%E3%81%A1%E3%82%89%E3%81%8B%E3%82%89,-Tableau%20Online%20%E3%82%B5%E3%82%A4%E3%83%88
https://www.tableau.com/ja-jp/academic/teaching/course-licenses
https://www.tableau.com/ja-jp/academic/teaching#form


教員用ライセンス
　・学生用一括ライセンス
　・研究室用一括ライセンス
　・Tableau Onlineサイト



既製のTableauカリキュラム
ラインナップと入手の手順

入手の手順

1. 教員向けライセンスの取得（本ページ・“個人用ライセンスの申請”）

2. Tableau for Teaching User Group への参加（Forum Groupページ）

3. カリキュラムリクエスト フォームの送信

https://www.tableau.com/ja-jp/academic/teaching
https://community.tableau.com/s/group/0F94T000000gQQcSAM/tableau-for-teaching-user-group


Tableau Community サイト
Tableau for Teaching User Group（教員向けのプライベートグループ）



Tableau Community サイト
Instructor Resource Page（教員向けのリソースページ）

https://community.tableau.com/s/teachers


・学生ユーザー会

・大学ユーザー会

その他にも、さまざまなユーザーグループが
ユーザー会など 各種イベントを随時 開催中！

・TECH PLAY Tableau 特設サイト

・学生ユーザーグループ ページ

・大学ユーザー会 ページ

・Japan Tableauユーザーグループ（JTUG）

　- 公式 ウェブサイト

　- YouTube チャンネル

　- Twitter アカウント@jp_tug

Tableau ユーザーグループ（TUG）
素晴らしいコミュニティの仲間とつながる

https://techplay.jp/community_group/tug?fbclid=IwAR0Pxk3rHw2RPSAv45Vd3a9tDSNuYfHtL8jmt9v4mOjcti1w08kHVEDhENs
https://techplay.jp/community/tableaustudents
https://techplay.jp/community/tableau_education
https://jtug.jp/
https://www.youtube.com/channel/UC9N6G6Rhfw-Kj8nAVxhoKag
https://twitter.com/jp_tug


すべての人のためのデータリテラシー
無償のeLearning - 日本語版がリリースしました（サイトはこちら）

https://elearning-samples.tableau.com/page/data-literacy-ja


既製のTableauカリキュラム
ラインナップと入手の手順

ラインナップ

● Data Literacy One

● Data Literacy Two

● Health and Healthcare Data Visualization

● Intro to Data Journalism with Tableau

● Social Media Analytics with Tableau

● Tableau Desktop Training

● Data Visualization

● Tableau Online Guide

※現時点では全て英語のみの提供

（Data Literacy One 日本語化中）



EDHEC Business School主催 - unicef, mazars, Tableau 共催

学生によるVizコンペティション



学生によるVizコンペティション



データ = 共通言語 



Thank You


